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　1997 年 12 月、気候変動枠組み
条約第３回締約国会議（COP3、
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 （参考） 数値目標 吸収源枠 温室効果ガス排出量
 日本 ▲６％ ▲ 3.9％ ▲ 2.1％
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3   温室効果ガスの排出動向 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
図表３　世界の二酸化炭素（CO2）地域別排出量の変遷と国別排出量の現状
グラフ内の数値は億トンCO2                                                                                                                                                                                                                                          参考文献５）より
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（Global Relationship Assessment 
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大気中CO2 濃度を 2100年において450～ 1,000ppmで飽和、安定化させるシ
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結果である。                               参考文献９）をもとに科学技術動向研究センターにて作成























































能力は 2003 年の約 47000tU ／年



















2004年 12月 31日現在、1 GWは 100万 kW
参考文献 12）をもとに科学技術動向研究セン
ターにて作成
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医療等における放射線利用も含む。                                                                                参考文献 15）より
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